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要約：水稲湛水上中直播栽培における雑草防除の問題点の一つは，水稲用除草剤の一発剤

処理時に水稲の葉齢が小さいために薬害が起こりやすい事である。また，直播栽培におけ

る安定生産のためには低節位の 1次分げつが有効穂になることが重要である。しかしこれ

まで一発剤処理が直播水稲の分げつの節位別の発生にどのような影響を与えるのかは明ら

かにされていない。そこで，除草剤が低節位の 1次分げつの発生に及ぼす影響について

2005年から 2007年の 3ヶ年において検討を行った。その結果，一発剤処理による分げつ発

生の抑制は主茎の第 2葉の基部から発生する分げつに起こる事が明らかになった。また分

げつ抑制発生の程度は，気温や水深にも影響を受けると推察された。そのため湛水上中直

播栽培における安定生産のためには，分げつ発生が抑制されない雑草防除体系や，分げつ

発生が抑制された場合でも安定生産が出来る栽培技術の確立が必要である。
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はじめに

平成 19年度の秋田県における，直播栽培面積は約

650haであり，稲作経営の規模拡大や複合経営の手段と

して，普及が進められている。直播栽培の普及にあたっ

ては，農作業の省力化が注目されているが，それと同時

に高品質・安定生産が可能であることが必要である。し

かし現在，直播栽培の普及においては雑草防除の難しさ

があげられる事が多い。除草剤の処理適期が短く，雑草

を取りこぼしやすいことや，移植栽培に比較して薬害が

発生しやすく，茎数・穂数不足が心配されることが問題

となっている。一方，高品質•安定生産のために有効穂

として適した分げつは主茎と第 2葉から第 5葉の基部か

ら発生する 1次分げつと，第 2葉から発生する 1次分げ

つから出現した 2次分げつである（若松ら 2006) ことが

明らかにされている。よって，薬害の心配のない安定し

た雑草防除体系の確立と，低節位の 1次分げつによる穂

数の確保が直播栽培の高品質・安定化にとって重要であ

る。しかし，これまでの水稲除草剤の薬害評価は苗立数
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や茎数で行われており（藤田 1999;酒井ら 2002)，次

位・節位別の分げつ発生に対する影響は明らかにされて

いない。そこで本報告では，除草剤処理が直播水稲の節

位別の分げつ発生に及ぼす影響を検討した。

材料および方法

1) 耕種概要

試験は2005年から 2007年の3カ年に秋田県農林水産技

術センター農業試験場（秋田市雄和）で行った。水稲の

品種はあきたこまちを用いた。種子は浸漬後，催芽して

から播種前日に専用コーティングマシンにより過酸化カ

ルシウム粉粒剤 16を乾籾重比 l倍量で粉衣した。

2005年と 2007年は圃場（約 500rri)で試験を行った。

播種方式は湛水上中条播である。乾籾換算で 4gm―2の種

子を専用播種機により播種した。播種日は2005年は5月

12日， 2007年は5月10日である。播種後落水管理を行い，

播種した籾数の 10％が出芽した時点で湛水を開始した。

試験区として除草剤処理区と無除草剤区を設けた。圃場
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第 1表 10個体あたり分げつ発生数 (2005年）

試験区
1次分けつ 2次 3次

T2 T3 T4 TS T6 T7 分げつ分げつ

A剤処理 6.3 9.0 10.0 9.7 9.3 5.3 43.3 1.5 

無除草剤 9.0 9.7 8.7 10.0 7.3 0.0 47.3 3.0 ---... ---------------------------・ -----. ------....  --------.. 
分散分析 ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. - N.S. N.S. 

表中の＊およびN.S．はそれぞれ5％水準で有意および有意で

ないことを示す。

T7については分散分析を行っていない。

第2表 分げつ発生数(10個あたり）と葉数および茎数(2007年）

処理時
分げつ発生数

茎数
試験区 葉数

水稲薬齢 T2 T3 （本m―l)

A剤処理 2.5 0.3 中 4.3 N.S. 6.5 157 
B剤処理 2.5 2.3 N.S. 6.7 N.S. 6.5 216 
c剤処理 2.0 4.0 N.S. 5.7 N.S. 6.4 182 
D剤処理 2.0 4.3 N.S. 6.7 N.S. 6.7 199 
無除草剤処理なし 5.0 - 7.3 - 6.6 207 

葉数は 6月 19日に，茎数は 7月 13日に調査を行った。

表中の中は無除草剤区との間に 10％水準で有意差があること

を， N.S.は有意差がないことを示す。

第3表 10個体あたり 1次分げつ発生数 (2006年）

試験区 T2 T3 
A剤処理 8.3 8.3 
B剤処理 9.3 9.3 
無除草剤 9.7 8.7 
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第 1図 10日間の移動平均気温の推移

内の平均的な苗立の部分に 1m X 1 mのプラスチック段

ボール製の枠を設置し，除草剤処理区と無除草剤区に 3

枠ずつを無作為に割り付けた。 2007年は除草剤 4種を用

いたので，それぞれの除草剤処理区について 3枠ずつ割

り付けた。無除草剤区は随時手取り除草を行い，雑草害

によって分げつ発生が抑制されないようにした。

2006年はガラス室内で試験を行った。 5月 13日に，縦

48cm X横 29cmX高さ 15cmのプラスチックバット内に 25

粒ずつ縦 2列に播種深度 5~ 10mmで播種を行い，播種

した籾数の 10％が出芽した時点から湛水を行った。

2) 供試した除草剤

2005年はピリミノバックメチル0.83%・ブロモブチド

17.0% ・ベンスルフロンメチル 1.3%.ペントキサゾン

2.8％水和剤（以下， A剤とする） 0.5mlm―2を水稲 2.5

葉期 (2005年6月1日）に処理した。処理時の水深は約5

cmであった。 2007年は A剤0.5mlm―2とシハロホップブ

チル 1.5%・ピラゾスルフロンエチル 0.3%・ブロモブ

チド 6.0%・メフェナセット 7.5%lkg粒剤（以下， B剤

とする） 1g m―2を水稲 2.5葉期 (2007年 5月 30日）に，

ピリミノバックメチル 0.45%・ブロモブチド 9.0%・ベ

ンスルフロンメチル 0.75% ・ペントキサゾン 2.0% 1キ

口粒剤 75（以下， C剤とする） 1gm―2と．カフェンス

トロール 3.0%・ダイムロン 6.0%・ブロモブチド

6.0% ・ベンスルフロンメチル 0.75% 1キロ粒剤 75（以

下， D剤とする） 1gm―2を水稲 2葉期 (2007年 5月 28

日）に処理した。処理時の水深は， A剤処理区は約 5cm, 

B. C, D剤処理区は約 3cmであった。除草剤処理後7日

間は圃場全体を止水にしたのち，慣行の水管理とした。

ガラス室内で試験した 2006年はA剤0.5mlm―2とB剤

1 gm―2を水稲2.5葉期に処理した。処理時の水深は3cm 

程度で，その後も水深を保った。

3) 分げつ発生調査

分げつの発生調査は，試験区内の連続する 10個体に

ついて，水稲 4葉期以降に定期的に行った。分げつの次

位，節位は，発生後順次，節位別に色の違うリングをは

めることで区別した。分げつ茎の呼称は，第 1葉の基部

から発生した分げつを第 1節からの 1次分げつ（以下Tl

とする）とした。

4)生育調査

2007年 6月 19日に分げつ調査個体の葉齢を， 7月 13

日に試験区枠内の茎数を調査した。

5) 気温データ

播種後の気温測定には， 2005年は圃場内に， 2006年は

ガラス室内に設置したデータロガー（おんどとり，株式

会社ティアンドディ製）を用い， 2007年は試験場内圃場

に設骰されている気象観測装置を用いた。

結果および考察

1)播種後 10日間の移動平均気温

播種後から分げつ発生期までの 10日間の移動平均気

温を第 l図に示した。圃場で試験を行った 2005年， 2007

年は，ほぼ同様の推移をしていた。出芽・苗立に影響を

及ぼす，播種翌日から 10日間の平均気温（三浦ら 2006)

は， 2005年は 13.6℃,2007年は 13.5℃であり，出芽・

苗立に適した気象条件であった。 2006年の播種翌日から

10日間の平均気温は，ガラス室内であったため 20.3℃ 
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と高くなった。

2)分げつ発生について

第 1表に 2005年の次位・節位別の分げつ発生数を示し

た。 2005年は，除草剤による分げつ発生の抑制が，どの

節位で起こるかを確認するために，すべての分げつにつ

いて調査を行った。 6月 17日の調査で T2の発生が確認

され，分げつ発生が開始した。その後も分げつ発生は続

き， 3次分げつの発生が7月15日の調査まで確認された。

分げつの節位別に発生数を比較すると，除草剤処理区

(A剤処理）は無除草剤区よりも T2が少なくなった。

また，無除草剤区では T7の発生が見られなかった。そ

の他の節からの 1次分げつの発生数は処理区間で差が認

められなかった。よって，除草剤処理に発生抑制を受け

ると考えられる分げつは T2であった。

第 2表に 2007年の節位別の分げつ発生数を示した。

2007年は， 2005年の試験結果から，調査する分げつを

T 2, T 3にした。 2007年の特徴として，水稲 2.5葉期の

除草剤処理翌日の降雨により，除草剤処理後の止水期間

中に試験枠内で水深が深く， T2の発生が全体的に少な

くなった。佐々木ら (2002)は湛水深が深いと T2の発

生率が低くなる事を明らかにしている。このため，今回

の試験の結果においても， T2の発生が少なくなったと

推察される。しかし，この状況でも除草剤処理区は無除

草剤区に比較して， T2の発生が少ない傾向があった。

A剤処理区ではその傾向が強く見られた。同じ成分の混

合剤である C剤よりも T2の発生抑制程度が大きかった

のは， A剤が水和剤であり，処理時における枠内の水深

を他の 3剤よりも約 2cm深くしたためと考えられた。

第 3表には 2006年の節位別の分げつ発生数を示した。

2006年はガラス室内で気温が高い条件での試験であった

ため，分げつの発生は早く， 6月6日の調査時にT2の発

生を確認した。また， A剤処理区， B剤処理区の両区と

もに， T2の発生抑制は見られなかった。

3)葉数および茎数

第 2表に 2007年の 6月 19日の葉数と， 7月 13日の茎

数を示した。各試験区の葉数は 6.4~ 6. 7葉で，葉数展

開には除草剤の影響は見られなかった。しかし茎数は A

剤処理区で 157本m―2と無除草剤区および他の除草剤区

と比較して 25％程度少なくなった。これはT2の発生が

抑制されたことと，そこから発生する 2次分げつが少な

くなったためと考えられた。

以上のことから，湛水土中直播水稲においては，一発

剤を水稲 2~ 2.5葉期に処理すると，気象条件や水深等

により抑制程度は変動するが，有効穂として重要な T2

の発生が抑制されることが明らかになった。一方，一発

剤は今後においても，雑草防除体系において主幹となる

技術である。よってこれらの両立のためには， T2の発

生が抑制されないように，水稲 4~5葉期に一発剤を処

理できる雑草防除体系，または T2の発生が抑制された

場合にも，その他の高品質・安定生産に適した節位の分

げつによる有効穂により穂数を確保する生産技術の確立

が必要である。
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